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一
九
七
〇
年
代
の
全
世
界
的
な
環
境
問

題
の
深
刻
化
に
対
応
し
て
、
複
合
領
域
の

一
分
野
と
し
て
多
目
的
意
思
決
定
手
法
に

関
す
る
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
以
降
、
理
論
的
研
究
の
み
な

ら
ず
、
水
資
源
計
画
問
題
、
農
業
計
画
問

題
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
最
適
化
に
関
す
る

金
融
問
題
、
電
力
計
画
問
題
、
プ
ラ
ン
ト

設
計
に
関
す
る
工
学
設
計
問
題
な
ど
極
め

て
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
応
用
事
例
の

側
面
か
ら
も
多
目
的
意
思
決
定
手
法
の
研

究
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。

　

著
者
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
、
「
フ
ァ

ジ
ィ
パ
ラ
メ
ー
タ
を
含
む
多
目
的
線
形
お

よ
び
非
線
形
計
画
問
題
に
対
す
る
対
話
型

意
思
決
定
」
に
関
す
る
研
究
を
手
始
め
と

し
て
、
名
古
屋
市
立
女
子
短
期
大
学
在
職

中
に
は
、
「
大
規
模
多
目
的
計
画
問
題
に

対
す
る
分
解
手
法
に
基
づ
く
フ
ァ
ジ
ィ
意

思
決
定
」
に
関
す
る
研
究
を
精
力
的
に
実

施
し
、
名
古
屋
市
立
大
学
で
は
、
階
層
構

造
に
あ
る
複
数
の
意
思
決
定
者
を
含
む

「
階
層
型
多
目
的
計
画
問
題
に
お
け
る
一

般
化
階
層
型
多
目
的
計
画
問
題
に
対
す
る

フ
ァ
ジ
ィ
意
思
決
定
手
法
」
に
関
す
る
研

究
へ
と
拡
張
し
、
一
連
の
研
究
を
発
展
さ

せ
た
。
そ
の
後
、
確
率
的
不
確
実
性
と
主

観
的
あ
い
ま
い
性
が
混
在
す
る
計
画
問
題

と
し
て
、
「
多
目
的
確
率
計
画
問
題
、
多

目
的
フ
ァ
ジ
ィ
ラ
ン
ダ
ム
計
画
問
題
お
よ

び
多
目
的
ラ
ン
ダ
ム
フ
ァ
ジ
ィ
計
画
問
題

に
対
す
る
フ
ァ
ジ
ィ
意
思
決
定
手
法
」
に

関
す
る
研
究
を
展
開
し
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

　

本
書
は
、
著
者
が
名
古
屋
市
立
大
学
在

職
中
の
二
〇
〇
七
年
以
降
の
多
目
的
意
思

決
定
手
法
に
関
す
る
研
究
成
果
を
と
り
ま

と
め
た
も
の
で
あ
り
、
六
章
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
各
章
の
概
要
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
過
去
に
提
案
さ
れ
て
き

た
多
目
的
意
思
決
定
問
題
に
関
す
る
各
種

手
法
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
本
書
で
議

論
さ
れ
る
不
確
実
状
況
下
に
お
け
る
多
目

的
計
画
法
の
関
係
と
そ
の
位
置
づ
け
に
関

し
て
考
察
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
多

目
的
確
率
計
画
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
従

来
提
案
さ
れ
て
き
た
「
機
会
制
約
法
」
に

基
づ
く
定
式
化
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
確
率
計
画
問
題
に

お
い
て
「
機
会
制
約
法
」
で
導
入
さ
れ
る

パ
ラ
メ
ー
タ
が
、
意
思
決
定
者
に
よ
っ
て

主
観
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、

パ
ラ
メ
ー
タ
が
フ
ァ
ジ
ィ
決
定
に
基
づ
き

適
切
な
値
に
設
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、
対

応
す
る
満
足
解
を
導
出
す
る
た
め
の
手
法

を
そ
の
意
思
決
定
状
況
に
応
じ
て
四
種
類

提
案
し
て
い
る
。
第
三
章
で
も
、
同
様
の

観
点
か
ら
、
多
目
的
フ
ァ
ジ
ィ
ラ
ン
ダ
ム

計
画
問
題
に
対
し
て
、
フ
ァ
ジ
ィ
ラ
ン
ダ

ム
変
数
係
数
の
確
率
的
不
確
実
性
と
主
観

的
あ
い
ま
い
性
の
み
な
ら
ず
、
意
思
決
定

者
の
各
目
的
関
数
に
対
す
る
主
観
的
あ
い

ま
い
性
を
も
考
慮
し
た
満
足
解
を
導
出
す

る
た
め
の
、
線
形
計
画
法
あ
る
い
は
凸
計

画
法
に
基
づ
く
意
思
決
定
手
法
を
三
種
類

提
案
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
均
分
散
モ

デ
ル
に
基
づ
く
意
思
決
定
手
法
や
、
多
目

的
ラ
ン
ダ
ム
フ
ァ
ジ
ィ
計
画
問
題
に
対
す

る
意
思
決
定
手
法
を
提
案
し
て
い
る
。
第

四
章
で
は
、
階
層
構
造
に
あ
る
複
数
の
意

思
決
定
者
が
各
自
の
目
的
関
数
を
最
適
化

し
よ
う
と
す
る
階
層
型
多
目
的
確
率
計
画

問
題
に
対
し
て
、
各
意
思
決
定
者
の
選
好

構
造
の
み
な
ら
ず
意
思
決
定
者
間
の
階
層

性
を
も
考
慮
し
た
満
足
解
を
導
出
す
る
た

め
の
意
思
決
定
手
法
を
、
状
況
に
応
じ
て

四
種
類
提
案
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
階
層

型
多
目
的
フ
ァ
ジ
ィ
ラ
ン
ダ
ム
計
画
問
題

に
対
し
て
も
、
同
様
の
意
思
決
定
手
法
を

提
案
し
て
い
る
。
第
五
章
で
は
、
パ
レ
ー

ト
最
適
解
の
一
般
化
概
念
と
し
て
解
釈
で

き
る
Λ
極
点
と
著
者
が
提
案
し
て
い
る
超

平
面
法
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た
後
、

階
層
型
多
目
的
計
画
問
題
に
対
す
る
Λ
極

点
空
間
に
お
け
る
意
思
決
定
手
法
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。
第
六
章
で
は
、
第
二

章
で
取
扱
っ
た
多
目
的
確
率
計
画
問
題
の

一
般
化
問
題
と
し
て
解
釈
で
き
る
フ
ァ

ジ
ィ
係
数
と
確
率
変
数
係
数
が
混
在
す
る

多
目
的
計
画
問
題
に
対
す
る
意
思
決
定
手

法
を
検
討
し
、
提
案
し
た
手
法
を
二
種
類

の
農
業
計
画
問
題
に
適
用
し
て
分
析
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
第
二
章
と
第
三
章
で
定

義
さ
れ
た
各
種
パ
レ
ー
ト
最
適
解
を
対
応

す
る
ミ
ニ
マ
ッ
ク
ス
問
題
の
観
点
か
ら
比

較
し
て
、
確
率
的
不
確
実
性
と
主
観
的
あ

い
ま
い
性
が
パ
レ
ー
ト
最
適
解
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

著
者
は
意
思
決
定
に
は
、
本
質
的
に
主

観
的
判
断
の
あ
い
ま
い
性
が
含
ま
れ
る
こ

と
に
着
目
し
、
そ
の
中
で
も
例
え
ば
、
本

書
の
第
二
章
に
お
い
て
多
目
的
確
率
計
画

問
題
を
取
り
扱
い
可
能
な
問
題
に
「
変

換
」
す
る
過
程
に
は
主
観
的
あ
い
ま
い
性

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
変
換
」
を
フ
ァ
ジ
ィ
理
論

を
用
い
て
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

柔
軟
な
意
思
決
定
が
可
能
と
な
る
定
式
化

不確実状況下における
　多目的計画問題に対する
　　　意思決定手法
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を
実
現
し
て
い
る
点
は
意
義
深
い
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
本
書
に
お
け
る
問
題
の

定
式
化
に
含
ま
れ
る
フ
ァ
ジ
ィ
数
に
対
し

て
は
Ｌ
Ｒ
フ
ァ
ジ
ィ
数
を
採
用
し
、
パ

レ
ー
ト
最
適
解
を
導
出
す
る
た
め
の
ス
カ

ラ
ー
化
手
法
と
し
て
は
ミ
ニ
マ
ッ
ク
ス
問

題
と
し
て
定
式
化
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

に
一
貫
性
の
あ
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る

点
は
読
者
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
章
の
多
目
的

フ
ァ
ジ
ィ
ラ
ン
ダ
ム
計
画
問
題
で
の
議
論

の
展
開
が
第
二
章
の
多
目
的
確
率
計
画
問

題
の
一
般
化
と
し
て
、
第
五
章
の
一
般
化

階
層
型
多
目
的
計
画
問
題
で
の
議
論
の
展

開
が
第
四
章
の
階
層
型
多
目
的
計
画
問
題

の
一
般
化
と
し
て
理
解
で
き
、
こ
れ
か
ら

あ
い
ま
い
お
よ
び
多
目
的
環
境
下
で
の
意

思
決
定
手
法
の
研
究
を
行
う
研
究
者
や
実

務
家
に
と
っ
て
、
本
書
は
有
用
な
専
門
書

で
あ
る
。
最
後
に
、
本
書
の
執
筆
に
よ
り

関
連
分
野
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
著
者

が
平
成
二
七
年
度
日
本
知
能
情
報
フ
ァ

ジ
ィ
学
会
著
述
賞
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
は

特
筆
に
値
す
る
。


